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港
新
聞
８
面

０
５
１
５
０
８

藤

口

尚

口

口

上

う

が

く

み

こ

）（
弁
天

）

う

が

く

み

こ

）（
弁
天

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

や
ま
猫
作
戦

独
立
機
関

銃
隊
未
だ
射
撃
中

大
盗
賊

国
際
秘
密
警
察
鍵
の
鍵

馬

鹿
とは

鋏さ
み

国
際
秘
密
警
察

絶
体
絶
命

あ
か

暁つ
き

の
脱
走

写
真
。
当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館

コ
ウ
ハ

ク
家
の
歴
史

昭
和
レ
ト
ロ
の

暮
ら
し
と
、の
り
も
の
物
語

同
館
の
開
館
五
十
周
年
を
記

念
し
て
の
特
別
企
画
展
。
五
月

二
十
七
日
ま
で
開
催
中
。
昭
和

三
十

四
十
年
代
の
交
通
（
航

空
機

船
舶

自
動
車

鉄
道
）

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
架
空
の

家
族
を
通
し
て

家
庭
と
乗
り

物
の
つ
な
が
り

居
間
・
駄
菓

子
屋
・
煙
草
屋
・
遊
び
な
ど
暮

ら
し
の
風
景

乗
り
物
の
運
賃

や
価
格

衣
・
食
・
遊
の
流
行

な
ど
を
振
り
返
る
。

ゲ
ー

ジ
に
よ
る
鉄
道
風
景
や
駅
舎
の

再
現

写
真
、
レ
ト
ロ
な
品
物

（
湯
た
ん
ぽ
、カ
メ
ラ
な
ど
）、た

ば
こ
屋
兼
駄
菓
子
屋
の
情
景
展

示

な
ど
見
所
が
一
杯
。
関
連

展
示

昭
和
三
十

四
十
年
代

港
区
メ
モ
リ
ー

交
通
科
学
館

が
開
館
し
た
あ
の
頃

で
は

港
区
の
市
電
、
環
状
線
な
ど
を

写
真
や
パ
ネ
ル
で
辿た

ど

る

十

十
七
時
入
館
、月
曜
休
館（
祝
日

な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜

も
祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
９
回
定
期
演

奏
会

人
間
の
内
面
、
特
に

愛
の
物
語
で
あ
る
ワ
ー
グ
ナ
ー

の
楽
劇

ワ
ル
キ
ュ
ー
レ

を
、

桂
冠
名
誉
指
揮
者
・
飯い

い

守も
り

泰た
い

次じ

郎ろ
う

写
真

の
人
間
味
溢
れ
る

タ
ク
ト
で
。
ソ
プ
ラ
ノ

畑
田

弘
美
、ソ
プ
ラ
ノ

雑さ
い

賀が

美み

可か

、

バ
ス
・
バ
リ
ト
ン

片
桐
直

樹
。
演
奏
曲
目
は

ワ
ー
グ
ナ

ー

歌
劇
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン

よ
り
第
１
幕
へ
の
前
奏
、

エ

ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
入
場

、

第
３
幕
へ
の
前
奏
曲

ワ
ー
グ

ナ
ー

楽
劇
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ

第
３
幕
。
六
月
十
四
日
（
木
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
駅
歩
七

分
）
で
。

六
千
円
、

五
千

円
、

四
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

自
転

車
泥
棒

長
い
失
業
の
末
、

映
画
ポ
ス
タ
ー
貼
り
の
職
を
得

た
ア
ン
ト
ニ
オ
。
シ
ー
ツ
を
質し

ち

に
入
れ
て
得
た
自
転
車
に
息
子

を
乗
せ
て
回
る
が
、
ふ
と
し
た

隙す
き

に
盗
ま
れ
て
し
ま
う
。
商
売

道
具
を
失
っ
た
彼
は

。
第
二

次
大
戦
後
の
荒
廃
に
喘あ

え

ぐ
イ
タ

リ
ア
社
会
を
舞
台
に
、
生
活
苦

か
ら
の
脱
出
を
図
る
親
子
を
描

い
た
伊
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ス
モ
の

代
表
作

写
真
は
一
場
面
。
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ロ
ー
ブ
賞
他
。
四
八
年
伊
。
モ

ノ
ク
ロ
・
字
幕
。
監
督
は
ヴ
ィ

ッ
ト
リ
オ
デ
シ
ー
カ
。
五
月

十
九
日
（
土
）
十
時
と
十
四
時
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
懐
か
し

の
名
画
劇
場

男
は
つ
ら
い
よ

浪
花
の
恋
の
寅
次
郎

山

田
洋
次
監
督
。出
演
は
渥
美
清
、

松
坂
慶
子
他
。
六
月
八
日
（
金
）

十
四
時

。
協
力
金
百
円

同

セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園
隣
）
。
問
合

せ
は

六
五
七
二

〇
〇
二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
い
ず
み
ホ
ー
ル

ラ
ン
チ
タ

イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

池
島
出

身
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
古ふ

る

部べ

賢

一
さ
ん

写
真

ら
関
西ゆ

縁か
り

の

演
奏
家
で
構
成
さ
れ
る

い
ず

み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪

が
プ
ッ
チ
ー
ニ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
等
を
演
奏
（
古
部
さ
ん
は
今

回
不
参
加
）
。
飯
森
範の

り

親ち
か

指
揮
。

六
月
十
二
日（
火
）十
一
時
半

十
三
時
に
い
ず
み
ホ
ー
ル
（

大
阪
城
公
園
、
地
下
鉄

）
で
。
全
席
指
定
三
千
円
。

六
九
四
四

一
一
八
八
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

選
挙
と
政
治
を
知
る
本

展

六
月
三
十
日
ま
で
開
催
中
。

選
挙
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
国
の

政
治
情
勢
を
知
れ
る
本
を
展

示
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り

お
た

の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に
毎

週
水
曜
十
五
時
半

十
六
時
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊

び
、わ
ら
べ
う
た
の
紹
介
な
ど
。

申
込
不
要

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お

た
の
し
み
会

赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
を
対
象
に
毎
月
第
一
金
曜

十
一
時

十
一
時
半
。
赤
ち
ゃ

ん
が
絵
本
に
親
し
め
る
よ
う
工

夫
。
申
込
不
要

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

生
徒
作
品
展

京
都
手
描が

き
友ゆ

う

禅ぜ
ん

手て
い

糸と

目め

技
法
を
応
用
、
三
原

色
を
基
本
に
竹
串
で
色
遊
び
。

透
明
感
、幻
想
感
を
楽
し
め
る
。

五
月
二
十
一
日

六
月
七
日
の

九

十
七
時
に
港
区
役
所
・
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
（
土
日
休
、

五
月
二
十
七
日
開
庁
）
。

六

五
七
六
・
一
三
四
四
金か

ね

元も
と

。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
ナ
カ
イ
グ

ル
ー
プ
生
徒
作
品
展

五
月
十

七

二
十
七
日
の
十
一

十
七

時
（
火
曜
休
、
最
終
日
十
五
時

迄
）池
田
市
緑
の
セ
ン
タ
ー（
阪

急
池
田
駅
バ
ス
停

か
ら
五
月

丘
小
前
下
車
す
ぐ
）
で
。
無
料
。

六
五
七
六
一
三
四
四
金
元
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

生
誕
百

年
記
念
谷
口
千せ

ん

吉き
ち

監
督
特
集

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ク
シ
ョ
ン

映
画
か
ら
文
芸
物
、
喜
劇
ま
で

多
く
の
娯
楽
作
品
を
手
が
け
、

日
本
映
画
黄
金
期
を
担
っ
た
谷

口
千
吉
の
代
表
作
を
五
月
十
九

日

六
月
八
日
に
上
映
。
銀ぎ

ん

嶺れ
い

の
果
て

ジ
ャ
コ
萬ま

ん

と
鉄

潮

騒

号
車
應お

う

答と
う

な
し

黒

帯
三
国
志

不
良
少
年

乱ら
ん

菊ぎ
く

物
語

嵐
の
中
の
男

遥
か
な

る
男

国
定
忠
治

男
対
男

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
代
筆
し
ま
す

手
紙
・
案
内

文
・
報
告
書
・
自
分
史
・
社
史

・
司
会
の
文
案
・
チ
ラ
シ
コ
ピ

ー
他
。
新
聞
・
広
報
の
編
集
代

行
も
。

６
５
７
１
・
４
６
３

６
港
新
聞
飯
田
編
集
事
務
所
。

●
放
課
後
・
春
夏
冬
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
・
体
験

。
家
族
的

雰
囲
気
。区
内
に
二
カ
所
。
６

５
７
５
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
９
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

自
転

車
泥
棒
（
上
に
案
内
）招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
（

日
必
着
）
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

谷
口
千

吉
監
督
特
集
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

で
防
空
壕
へ
走
り
ま
し
た
。
防

空
頭ず

巾き
ん

を
被か

ぶ

り
、
布ぬ

の

鞄か
ば

をん

肩
か

ら
掛
け
た
私
た
ち
を
父
が
両
手

で
引
い
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
足
の
速
か
っ
た
こ
と
！

警
防
団
員
で
も
あ
っ
た
父
は

私
た
ち
を
壕
へ
放
り
込
む
と
、

す
ぐ
さ
ま
引
き
返
し
て
消
火
の

任
に
就つ

き
ま
し
た
。
が
、

が
投
下
し
た
焼し

ょ

夷う
い

弾だ
ん

は
我
が
家

を
直
撃
、
瞬ま

た

くた

間
に
火
の
手
が

上
が
り
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

日
中
戦
争
が
始
ま
る
前
の
昭
和

年
、
父
母
や
妹
２
人
と
共
に

が
豆ま
め

粕か
す

で
作
っ
て
く
れ
る
カ
ス

テ
ラ
は
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で

し
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
の
軍
国

主
義
教
育
の
せ
い
で
し
ょ
う
、

厳
し
い
戦
況
が
伝
え
ら
れ
て
も

私
は
そ
の
う
ち
神
風
が
吹
く

最
後
は
日
本
が
勝
つ

と
楽

観
し
て
い
ま
し
た
。

◆
父
に
引
か
れ
防
空
壕
へ

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
に
入

る
と

の
都
市
爆
撃
が
本
格

化
し
、
三
月
に
は
東
京
、
名
古

屋
に
続
い
て
大
阪
が
襲
わ
れ
ま

し
た
。
港
区
の
東
半
分
が
壊
滅

し
た

大
阪
大
空
襲

で
す
。

十
三
日
深
夜
、
私
た
ち
は
空

襲
警
報
に
続
く
警
防
団
員
の

退
避

退
避

の
声

始
ま
り
ま
し
た
。
私
の
幼
い
弟

妹
三
人
も
母
に
連
れ
ら
れ
父
の

実
家
へ
疎
開
し
ま
し
た
が
、
母

は
家
を
出
る
時
、
長
女
の
私
に

父
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
て
ね

と
頼
み
ま
し
た
。
こ
う
し
て
港

区
に
残
っ
た
の
は
父
と
私
、
そ

れ
に
一
つ
下
の
妹
の
三
人
で
、

食
糧
の
配
給
を
受
け
な
が
ら
、

近
所
の
人
た
ち
と
助
け
合
っ
て

暮
ら
し
ま
し
た
。

が
、
そ
の
配
給
は
日
々
乏
し

く
な
り
、
薩さ

つ

摩ま

芋い
も

が
三
人
に
僅わ

ず

か
二
個
と
い
う
日
も
あ
っ
て
、

見
兼
ね
た
富
山
の
祖
父
が
警
察

の
厳
し
い
目
を
盗
ん
で
米
や
芋

を
運
ん
で
来
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
父

に

戦
争
は
え
え
こ
と
で
は
な

い
ん
や

と
冷
静
に
し
て
い
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
思
え
ば
、
父
は
富
山

県
の
農
家
の
出
で
し
た
が
、
文

学
青
年
で
、
色
ん
な
考
え
に
触

れ
た
こ
と
か
ら
、
戦
争
一
色
の

世
の
中
に
も
冷
静
で
批
判
的
な

視
点
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

開
戦
当
日
に
生
ま
れ
た
末ま

っ

弟て
い

の

出
生
日
を
一
日
ず
ら
し
て

十

二
月
九
日

と
し
た
の
も
戦
争

を
嫌
う
気
持
ち
の
表
れ
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
弟
妹
疎
開
、
食
糧
乏
し
く

と
も
あ
れ
戦
争
は
日
に
日
に

激
し
く
な
り
、
昭
和
十
九
年
六

月
か
ら
は
学
童
の
集
団
疎そ

開か
い

が

を
は
っ
き
り
意
識
し
た
の
は
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
太
平

洋
戦
争
開
始
か
ら
で
し
た
。

◆
開
戦
に
冷
静
だ
っ
た
父

そ
の
日
、
店
の
男
の
子
が
ラ

ジ
オ
を
鳴
ら
す
と
、
軍
艦
マ
ー

チ
に
続
い
て

大
本
営
発
表
。

帝
国
陸
海
軍
は
本ほ

ん

八
日
未
明
、

西
太
平
洋
に
お
い
て
米
英
軍
と

戦
闘
状
態
に
入い

れ
り

と
開

戦
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
ま
し
た
。
真
珠
湾
攻
撃
成
功

の
報
に
皆
が

や
っ
た
！

日

本
は
勝
つ
ぞ
！

と
興
奮
状
態

に
あ
る
中
で
、父
だ
け
が
静
か

今
月
は
、
旧
夕
凪
地
区
で
二

度
の
大
空
襲
を
経
験
す
る
な
ど

過
酷
な
戦
中
・
戦
後
を
生
き
抜

い
て
こ
ら
れ
た
宇
賀
久
美
子
さ

ん
（
弁
天
）
に
、
そ
の
戦
争
体

験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
昭
和
五
年
、
西
区
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
は
理
容
師
見

習
い
で
し
た
が
、
私
が
五
歳
の

頃
、
夕
凪
（
現
三
先
）
で
店
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
一
家
で

引
っ
越
し
ま
し
た
。
既
に
昭
和

十
二
年
に
は
日
中
戦
争
が
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
戦
争

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 火曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


